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主 な 記 事 
子どもの人権110番相談所 2面 
市職員定数の公表その２ 2面 
地球はみんなの宝物⑤ 3面 
75％の利用者が満足(介護保険） 4面 
青年団員がサンタクロースに 4面 

DDDDD DDDDD

男  28，414人（+87） 
平成13年11月1日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 
 

女  29，127人（+62） 
合計  57，541人（+149）

世帯数  20，773世帯（+106） 

古紙配合率100％再生紙を
使用しています

市内の小学校6年生511人が陸上競技で交流する第20回市小
学校児童陸上運動交歓記録会が10月24日、山城総合運動公
園＜太陽が丘＞陸上競技場（宇治市）で開かれました。各競
技の3位までの記録は次のとおりです。（敬称略）

２
種
目
で
新
記
録
が
誕
生

児
童
陸
上
運
動
交
歓
記
録
会

太
陽
が
丘
で
行
わ
れ
た
市
小
学
校
児
童
陸
上
運
動
交
歓
記
録
会
で
大
会
記
録
に
挑
戦
す
る
児
童
ら
（
１０
月
２４
日
）

訓
練
に
は
、
市
、
市
消
防
本

部
・
消
防
団
を
は
じ
め
京
田
辺

市
防
災
会
議
を
構
成
す
る
府
田

辺
地
方
振
興
局
・
土
木
事
務

所
、
田
辺
警
察
署
、
陸
上
自
衛

隊
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
関
西
電
力
、
大

阪
ガ
ス
、
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
、

建
設
業
協
会
、
医
師
会
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
保
安
連
絡
協
議
会
の
ほ
か

社
会
福
祉
協
議
会
、
東
田
辺
・

出
垣
内
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
一

休
ケ
丘
自
主
防
災
会
、
三
山
木

地
域
の
市
民
ら
約
５
０
０
人
が

参
加
。

消
防
車
や
救
急
車
な
ど
関
係

車
両
５０
台
も
出
動
し
、
小
雨
の

な
か
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

会
場
に
は
災
害
対
策
本
部
が

設
け
ら
れ
、
被
害
に
合
わ
せ
出

さ
れ
る
本
部
か
ら
の
指
令
に

従
っ
て
、
市
民
の
避
難
誘
導
や

避
難
所
・
応
急
救
護
所
・
臨
時

給
水
所
の
開
設
、
交
通
整
理
、

水
道
管
・
ガ
ス
管
・
配
電
線
・

電
話
線
の
復
旧
、
架
橋
、
炊
き

出
し
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出

と
救
護
、
火
災
防
ぎ
ょ
な
ど
の

訓
練
が
手
際
よ
く
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
こ
の
日
は
、
京
田
辺

市
と
災
害
時
の
相
互
応
援
協
定

を
結
ぶ
京
阪
奈
北
近
隣
都
市
サ

ミ
ッ
ト
各
市
（
八
幡
市
・
枚
方

市
・
交
野
市
・
寝
屋
川
市
・
生

駒
市
）
と
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ

に
よ
る
救
援
物
資
搬
送
訓
練
も

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
、
災
害
対
策
本

防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に

10月21日に行われた総合防災訓練
でパトカーに先導され避難する三
山木地域のみなさん（近鉄三山木
駅西南の区画整理事業造成地）

〈
男
子
〉

【
５０
�
走
】

①
阪
部
定
雄
（
三
山
木
）
７

秒
６１
②
石
田
恭
平
（
薪
）
７
秒

７３
③
林
勇
作
（
大
住
）
７
秒
８１

【
５０
�
ハ
ー
ド
ル
走
】

①
西
川
昌
志
（
田
辺
東
）
８

秒
９１
②
古
江
航
己
（
桃
園
）
９

秒
２２
③
赤
松
将
也
（
田
辺
東
）

９
秒
３３

【
１
０
０
�
走
】

①
垣
中
健
志
（
大
住
）
１４
秒

６６
①
笹
嶋
亮
（
薪
）
１４
秒
６６
③

赤
松
将
也
（
田
辺
東
）
１４
秒
６７

【
８
０
０
�
走
】

①
鈴
木
俊
哉
（
田
辺
）
２
分

３５
秒
３１
②
原
田
弘
明
（
草
内
）

２
分
３６
秒
０４
③
古
江
航
己
（
桃

園
）
２
分
３６
秒
４９

【
走
り
高
跳
び
】

①
井
辻
治
希
（
普
賢
寺
）
１

�
３５
②
垣
中
健
志
（
大
住
）
１

�
２９
③
谷
川
正
浩
（
草
内
）
１

�
２６【

走
り
幅
跳
び
】

①
笹
嶋
亮
（
薪
）
４
�
０４
②

越
智
亮
太
（
田
辺
）
３
�
８６
③

由
賀
広
樹
（
田
辺
東
）
３
�
７９

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
】

①
阪
部
定
雄
（
三
山
木
）
６０

�
３０
②
北
阪
大
地
（
桃
園
）
５５

�
８５
③
前
川
紘
嗣
（
大
住
）
５２

�
７０【

４
×
１
０
０
�
リ
レ
ー
】

①
薪
小
２
組
（
木
村
允
哉
・

藤
本
拓
哉
・
石
田
恭
平
・
笹
嶋

亮
）
５８
秒
４１
②
桃
園
小
（
北
阪

大
地
・
萬
谷
諭
・
古
江
航
己
・

安
井
勇
二
）
５８
秒
７７
③
田
辺
東

小
１
組
（
山
田
悠
人
・
岩
崎
真

士
・
古
田
卓
也
・
赤
松
将
也
）

５８
秒
９１

〈
女
子
〉

【
５０
�
走
】

①
松
岡
成
美
（
桃
園
）
７
秒

８９
②
出
口
琴
枝
（
草
内
）
７
秒

９２
③
西
さ
や
か
（
大
住
）
８
秒

０３
③
島
岡
希
（
桃
園
）
８
秒
０３

③
橋
本
香
奈
（
薪
）
８
秒
０３

【
５０
�
ハ
ー
ド
ル
走
】

①
松
岡
成
美
（
桃
園
）
９
秒

３５
②
島
岡
希
（
同
）
９
秒
５５
③

林
文
音
（
同
）
９
秒
６６

【
１
０
０
�
走
】

①
松
岡
成
美
（
桃
園
）
１４
秒

８３
②
出
口
琴
枝
（
草
内
）
１４
秒

９９
②
島
岡
希
（
桃
園
）
１４
秒
９９

【
８
０
０
�
走
】

①
上
田
美
咲
（
大
住
）
２
分

５０
秒
８３
②
濱
田
緑
（
田
辺
東
）

２
分
５１
秒
５８
③
濱
田
夏
香
（
同
）

２
分
５５
秒
０２

【
走
り
高
跳
び
】

①
山
村
亜
里
紗
（
大
住
）
１

�
１９
②
北
川
恵
理
（
三
山
木
）

１
�
１９
③
山
本
美
穂
（
田
辺
東
）

１
�
１６

【
走
り
幅
跳
び
】

①
細
田
彩
（
桃
園
）
３
�
７０

②
犬
伏
恵
（
大
住
）
３
�
７０
③

姫
路
敦
子
（
松
井
ケ
丘
）
３
�

５６
【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
】

①
土
井
茉
那
（
草
内
）
４６
�

５９
＝
大
会
新
②
小
西
奈
緒
（
大

住
）
３８
�
６５
③
藤
田
佳
保
里

（
田
辺
東
）
３６
�
９０

【
４
×
１
０
０
�
リ
レ
ー
】

①
桃
園
小
１
組
（
林
文
音
・

松
岡
成
美
・
島
岡
希
・
細
田

彩
）
５８
秒
４２
＝
大
会
新
②
田
辺

東
小
３
組
（
山
本
彩
織
・
濱
田

緑
・
竹
知
百
合
子
・
藤
田
佳
保

里
）
１
分
１
秒
５６
③
大
住
小
２

組
（
田
麦
麻
衣
・
田
中
彩
友

子
・
本
林
美
咲
・
犬
伏
恵
）
１

分
２
秒
４２

走り・跳び・投げる 走り・跳び・投げる 走り・跳び・投げる 

部
長
の
久
村
市
長
は
「
想
定
さ

れ
る
被
害
に
対
し
迅
速
か
つ
的

確
に
対
処
さ
れ
、
心
強
く
感
じ

た
」
と
講
評
。
最
後
に
「
危
機

管
理
を
し
っ
か
り
と
し
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
進
め
る
」

と
防
災
へ
の
決
意
を
述
べ
訓
練

を
終
了
し
ま
し
た
。

市
民
ら
５００
人
が
参
加
し
総
合
防
災
訓
練

万
一
の
災
害
に
備
え

万
一
の
災
害
に
備
え 

万
一
の
災
害
に
備
え 

京
都
府
南
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
の
地
震
が
発
生
。
京
田
辺
市
は
震

度
６
強
の
激
し
い
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
に
か
な
り
の
被
害
が
出
て
い

る
―
―
―
地
震
災
害
を
想
定
し
た
京
田
辺
市
の
総
合
防
災
訓
練
が
１０
月
２１
日
、
近
鉄
三
山

木
駅
西
南
の
区
画
整
理
事
業
造
成
地
で
行
わ
れ
、
万
一
の
災
害
発
生
に
備
え
ま
し
た
。



広 報 　 き ょ う た な べ＜ 3 ＞ 平成13年（2001年）11月15日

 　
　
　
広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

今
月
は
「
酸
性
雨
」
に
つ

い
て
で
す
。

工
場
や
自
動
車
の
燃
料
と

し
て
石
炭
や
石
油
が
燃
や
さ

れ
る
と
、
大
気
中
に
強
い
酸

の
も
と
に
な
る
物
質
で
あ
る

硫
黄
酸
化
物
や
窒
素
酸
化
物

を
含
ん
だ
煙
や
排
気
ガ
ス
が

生
じ
ま
す
。
そ
れ
が
空
高
く

上
っ
て
雲
に
取
り
こ
ま
れ
、

硫
酸
イ
オ
ン
や
硝
酸
イ
オ
ン

な
ど
に
変
化
し
て
、
や
が
て

酸
性
の
強
い
雨
と
な
っ
て
、

地
上
に
降
り
注
ぐ
の
で
す
。

こ
れ
が
酸
性
雨
で
す
。

酸
性
雨
が
湖
や
川
に
流
れ

込
む
と
、
ひ
ど
い
場
合
、
魚

が
住
め
な
い
「
死
の
湖
」
が

で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
湖
の

多
い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、

約
８
万
５
千
の
湖
や
沼
の
う

ち
、
４
分
の
１
で
被
害
が
出

て
い
て
、
４
５
０
０
の
湖
沼

が
「
死
の
湖
」
に
な
っ
て
い

ま
す
。

被
害
は
魚
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
森
の
木
が
酸
性
雨

を
浴
び
る
と
、

枝
の
先
の
ほ

う
か
ら
枯
れ

て
い
き
、
枯

れ
木
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
木
だ
け
で

な
く
土
も
だ
め
に
な
り
、
植

物
が
よ
く
育
ち
ま
せ
ん
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
の
多
く
の

森
林
が
、
こ
の
酸
性
雨
の
被

害
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

人
類
の
遺
産
で
あ
る
歴
史
的

建
造
物
や
像
も
酸
性
雨
を
浴

び
て
、
表
面
が
溶
け
て
分
か

ら
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
人
間
も
目
や

皮
フ
に
痛
み
を
感
じ
た
と
い

う
例
も
あ
り
ま
す
。

日
本
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
北
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
程
度

の
酸
性
雨
が
全
国
各
地
で

降
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
同
じ

よ
う
な
雨
が
降
り
続
け
ば
、

影
響
が
出
て
く
る
こ
と
が
心

配
さ
れ
て
い

ま
す
。

酸
性
雨
を

防
ぐ
た
め
に

は
、
節
電
に

心
が
け
、
無

駄
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
使
わ

な
い
・
自
動

車
の
利
用
を

な
る
べ
く
減

ら
す
・
工
場

な
ど
で
は
、

煙
を
き
れ
い

に
し
て
か
ら

出
す
こ
と
な
ど
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
日
本
の
技
術
を
生

か
し
て
、
近
隣
諸
国
の
公
害

防
止
に
協
力
す
る
こ
と
も
重

要
な
の
で
す
。

硫黄酸化物と 
窒素酸化物 
硫黄酸化物と 
窒素酸化物 

大気中の大気中の 
水分と水分と 
化学反応する化学反応する 

大気中の 
水分と 
化学反応する 

硫酸と硝酸ができる 硫酸と硝酸ができる 

酸性雨 酸性雨 

湖の水を 
酸性にする 
湖の水を 
酸性にする 土にしみこむ 土にしみこむ 

酸性雨の 
しくみ 

酸性雨のしくみ（出典：京都府「京都の自然
発見2001 環境を考える」）

酸
性
雨

酸
性
雨 

酸
性
雨 

酸
性
雨
と
は
？ 

日
本
で
は
？ 

酸
性
雨
が
降
る
と 

ど
う
な
る
の
？ 

酸
性
雨 

酸
性
雨
と
は
？

酸
性
雨
と
は
？ 

日
本
で
は
？ 

酸
性
雨
が
降
る
と 

ど
う
な
る
の
？ 

酸
性
雨
と
は
？ 

酸
性
雨 

酸
性
雨
と
は
？ 

日
本
で
は
？ 

酸
性
雨
が
降
る
と

酸
性
雨
が
降
る
と 

ど
う
な
る
の
？

ど
う
な
る
の
？ 

酸
性
雨
が
降
る
と 

ど
う
な
る
の
？ 

酸
性
雨 

酸
性
雨
と
は
？ 

日
本
で
は
？

日
本
で
は
？ 

酸
性
雨
が
降
る
と 

ど
う
な
る
の
？ 

日
本
で
は
？ 

社 
協 

よ 
り 

だ 

「
障
害
者
の
日
」
に

啓
発
イ
ベ
ン
ト

１２
月
９
日
は
、
１
９
７
５
年

に
国
連
で
障
害
者
の
完
全
参
加

と
平
等
に
つ
い
て
唱
っ
た
「
障

害
者
の
権
利
宣
言
」
が
採
択
さ

れ
た
日
で
す
。

１
９
８
１
年
、
わ
が
国
で
も
、

こ
の
日
が
「
障
害
者
の
日
」
に

制
定
さ
れ
、
宣
言
に
盛
り
込
ま

れ
た
趣
旨
を
、
社
会
全
体
で
認

識
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

綴
喜
地
区
（
京
田
辺
市
・
八

幡
市
・
井
手
町
・
宇
治
田
原

町
）
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
障

害
者
団
体
は
、
多
く
の
人
に
こ

の
思
い
を
伝
え
、
ま
た
障
害
者

の
社
会
参
加
や
福
祉
推
進
を
社

会
全
体
で
考
え
て
い
こ
う
と
、

「
障
害
者
の
日
」
啓
発
イ
ベ
ン

ト
（
各
市
町
村
の
主
要
駅
や
主

要
場
所
で
の
街
頭
啓
発
や
、
記

念
映
画
会
）
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１２
月
７
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
八
幡
市
文
化
セ
ン

タ
ー
（
京
阪
八
幡
市
駅
か
ら
バ

ス
乗
車
、
八
幡
市
役
所
前
下
車

す
ぐ
）

内
容
＝
▼
第
１
部
…
記
念
式

典
▼
第
２
部
…
記
念
映
画
会

「
ア
イ
・
ラ
ヴ
・
ユ
ー
（
世
界

で
初
め
て
、
聴
覚
障
害
者
と
健

聴
者
の
監
督
２
人
が
共
同
演
出

し
た
笑
い
と
涙
の
感
動
作
）」

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
協
議

会
（
�
６２
・
２
２
２
２
）

歳
末
く
ら
し
の
資
金

社
会
福
祉
協
議
会
は
「
歳
末

く
ら
し
の
資
金
」
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

申
込
資
格
＝
本
市
に
住
民
登

録
し
、
１
年
以
上
居
住
さ
れ
て

い
る
世
帯
主
。
た
だ
し
、
夏
期

お
よ
び
歳
末
く
ら
し
の
資
金
償

還
が
済
ん
で
い
な
い
人
、
市
貸

付
金
（
生
活
更
生
資
金
な
ど
）

や
公
的
扶
助
（
生
活
保
護
）
を

現
在
受
け
て
い
る
人
は
申
し
込

め
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
＝
１２
月
３
日
�
〜

７
日
�
午
前
９
時
〜
正
午
と
午

後
１
時
〜
４
時

受
付
場
所
＝
社
会
福
祉
協
議

会
事
務
局

貸
付
金
額
＝
１
世
帯
１０
万
円

以
内申

込
時
に
必
要
な
も
の
＝
実

印
申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
（
�
６２
・
２

２
２
２
）

「
大
好
き
中
華
」
開
き
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
に
登
録
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
京
田

辺
市
民
日
本
語
読
み
書
き
教
室

は
、
本
場
中
国
の
家
庭
料
理
を

中
国
帰
国
者
と
作
る
「
大
好
き

中
華
」
を
開
き
ま
す
。

ゆ
ず
り
ま
す

�
リ
ビ
ン
グ
ボ
ー
ド
（
木
製

３
組
セ
ッ
ト
・
有
料
）
�
パ
イ

プ
製
洋
服
か
け
（
有
料
）
�
桐

和
だ
ん
す
（
有
料
）
�
書
斎
用

木
製
机
（
有
料
）
�
洋
服
だ
ん

す
（
有
料
）
�
エ
レ
ク
ト
ー
ン

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業
振

興
課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

文
化
パ
ル
ク
城
陽
で

平
山
郁
夫
作
品
展

城
陽
市
歴
史
民
俗
資
料
館
な

ど
は
、「
平
山
郁
夫
作
品
展
」

と
そ
れ
に
伴
う
講
演
会
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す
。

【
作
品
展
】

期
間
＝
１１
月
２３
日
（
勤
労
感

謝
の
日
）
〜
１２
月
２３
日
�

時
間
＝
午
前
１０
時
〜
午
後
５

時
（
た
だ
し
、
入
場
は
午
後
４

時
３０
分
ま
で
で
す
）

場
所
＝
城
陽
市
歴
史
民
俗
資

料
館
（
文
化
パ
ル
ク
城
陽
）

休
館
日
＝
１１
月
２６
日
�
・
２７

日
�
・
１２
月
３
日
・
１０
日
・
１７

日
�入

場
料
＝
▼
大
人
…
２
０
０

円
▼
小
・
中
学
生
…
１
０
０
円

【
講
演
会
】

日
時
＝
１１
月
２５
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
（
受
付
＝
午
後

１
時
か
ら
）

場
所
＝
文
化
パ
ル
ク
城
陽

テ
ー
マ
＝
「
平
山
郁
夫
画
伯

と
、
父
・
高
田
好
胤
を
語
る
」

講
師
＝
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
高

田
都
耶
子
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

日
時
＝
１２
月
２
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
文
化
パ
ル
ク
城
陽

テ
ー
マ
＝
「
平
山
郁
夫
画
伯

と
玄
奘
三
蔵
を
め
ぐ
っ
て
」

パ
ネ
リ
ス
ト
＝
▼
平
山
郁
夫

美
術
館
学
芸
員
の
別
府
一
道
さ

ん
▼
薬
師
寺
録
事
の
小
林
澤
應

さ
ん
▼
早
稲
田
大
学
講
師
の
吉

村
誠
さ
ん
▼
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
川
勝
由
紀
子
さ
ん

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
＝
城
陽

市
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
の

関
河
礼
子
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

【
問
合
せ
先
】

▼
城
陽
市
歴
史
民
俗
資
料
館

（
�
５５
・
７
６
１
１
）
▼
�
城

陽
市
民
余
暇
活
動
セ
ン
タ
ー

（
�
５５
・
１
０
１
０
）

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

け
い
は
ん
な
記
念
公
園
は
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１２
月
１５
日
�
午
前
９

時
３０
分
〜
正
午

場
所
＝
け
い
は
ん
な
記
念
公

園
（
精
華
町
）

講
師
＝
長
澤
千
里
さ
ん

持
ち
物
＝
は
さ
み
・
新
聞

紙
・
ゴ
ミ
袋

参
加
料
＝
２
千
円

定
員
＝
４０
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
を
し
ま
す
）

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
書
い

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
１２
月
８
日
�

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
け
い
は

ん
な
記
念
公
園
管
理
事
務
所

「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室
」
係
（
〒
６
１
９
・
０
２

３
８
相
楽
郡
精
華
町
精
華
台

６
・
１
、
�
９３
・
１
２
０
０
）

高
等
研
で
公
開
講
演
会

日
時
＝
１２
月
８
日
�
午
後
２

時
〜
４
時

場
所
＝
国
際
高
等
研
究
所

（
木
津
町
）

テ
ー
マ
＝
魂
は
死
後
ど
う
な

る
の
か
〜
１８
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の

秘
め
ら
れ
た
一
つ
の
論
争
〜

講
師
＝
国
際
高
等
研
究
所
副

所
長
で
京
都
大
学
名
誉
教
授
の

中
川
久
定
さ
ん

申
込
方
法
＝
は
が
き
・
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
フ
ァ

ク
ス
番
号
・
参
加
希
望
人
数
を

書
い
て
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
国
際
高

等
研
究
所
「
中
川
講
演
会
」
係

（
〒
６
１
９
・
０
２
２
５
木
津

町
木
津
川
台
９
・
３
、
�
７３
・

４
０
０
２
（
た
だ
し
、
日
・
月

曜
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
）、

�
７３
・
４
０
０
６
、
電
子
メ
ー

ル：
lec7@

iias.or.jp

）

地 
球 
は 

み 
地 
球 
は 

み 
ん 
な 
の 
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物 
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の 
宝 
物 

5

〜
地
球
環
境
問
題
を
考
え
よ
う
〜 

シリーズ 

森
林
な
ど
に
被
害

生
垣
・
花
壇
等
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
が
決
ま
る

�
京
田
辺
市
都
市
緑
化
協
会

は
、
市
内
の
住
宅
な
ど
を
対
象

に
本
年
４
月
か
ら
募
集
し
て
い

た
「
第
６
回
生
垣
・
花
壇
等
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
会
を
行
い
、

最
優
秀
賞
に
西
村
定
夫
さ
ん

（
河
原
）
の
生
垣
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
生
垣

や
花
壇
な
ど
の
優
れ
た
も
の
を

広
く
紹
介
し
、
ま
ち
の
緑
化
や

花
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
の
が

目
的
で
、
今
回
は
、
個
人
や
小

学
校
な
ど
３４
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
�
京
田
辺
市
都

市
緑
化
協
会
（
�
６３
・
０
４
３

３
）チ

ャ
リ
テ
ィ
ー

社
交
ダ
ン
ス

市
文
化
協
会
は
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
社
交
ダ
ン
ス
を
開
き
ま

す
。日

時
＝
１２
月
８
日
�
午
後
７

時
〜
９
時
３０
分

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
人

参
加
費
＝
１
６
０
０
円

問
合
せ
先
＝
社
交
ダ
ン
ス
竹

の
会
　
長
谷
川
（
�
６２
・
２
５

７
８
）

上
方
舞
踊
の
発
表
会

上
方
会
は
、
上
方
会
結
成
２５

周
年
記
念
第
１５
回
上
方
舞
踊
発

表
会
（
後
援
＝
教
育
委
員
会
・

文
化
協
会
）
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１２
月
２
日
�
午
前
１１

時
〜
午
後
４
時
３０
分

場
所
＝
商
工
会
館

内
容
＝
古
典
舞
踊
・
歌
謡
舞

踊
・
民
謡
踊
り
な
ど

問
合
せ
先
＝
上
方
会
　
小
谷

（
�
６２
・
１
２
１
２
）

日
時
＝
１２
月
１６
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
抜
絲
地
瓜
（
大
学
ポ

テ
ト
）
と
虎
皮
蛋
（
揚
げ
ゆ
で

卵
）
を
作
り
ま
す

参
加
費
＝
▼
大
人
（
１８
歳
以

上
）
…
３
０
０
円
▼
高
校
生
以

下
…
無
料

定
員
＝
先
着
３０
人

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
田
辺

市
民
日
本
語
読
み
書
き
教
室

木
下
（
�
、
�
０
７
５
・
３
７

１
・
７
３
０
６
）

市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
広
く

市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
１０
月
３１
日
に
発

表
し
ま
し
た
。「
広
報
き
ょ
う
た
な
べ
」

で
は
、
２
回
に
わ
た
っ
て
そ
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
２
回
目

と
な
る
今
月
は
、「
職
員
定
員
の
状
況
」

に
つ
い
て
で
す
。

市
職
員
の
職
員
定
数
は
、
市
議
会

の
議
決
を
経
て
、
条
例
で
定
め
て
い

ま
す
。
部
門
ご
と
の
職
員
数
の
状
況

は
、
表
１
の
と
お

り
で
す
。

「
最
小
の
職
員

で
最
大
の
効
果
」

を
あ
げ
る
た
め
の

職
員
の
定
員
適
正

化
計
画
の
数
値
目
標

と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
次
の
と
お
り
で

す
。【

定
員
適
正
化
計

画
】職

員
の
配
置
は
一

般
行
政
職
員
に
つ
い

て
、
定
員
モ
デ
ル
数

値
を
基
本
と
し
、
住

民
基
本
台
帳
人
口
１

６
０
人
に
対
し
て
職

員
１
人
を
配
置
し
ま

す
。定

員
モ
デ
ル
試
算
値
に
達
す
る
ま

で
定
年
退
職
者
の
欠
員
補
充
の
み
を

行
い
、
法
令
な
ど
に
よ
る
新
規
の
行

政
需
要
に
伴
う
増
員
の
場
合
を
除
き
、

平
成
１３
年
ま
で
現
在
の
職
員
数
の
ま

ま
と
し
ま
す
。

増
員
採
用
は
行
わ
ず
「
最
小
の
職

員
数
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
体
制
」

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

�
定
員
適
正
化
手
法
の
概
要

定
員
適
正
化
手
法
の
検
討
・
決
定

は
、
事
務
の
統
廃
合
縮
小
・
民
間
委

託
・
Ｏ
Ａ
化
・
嘱
託
職
員
お
よ
び
臨

時
的
任
用
職
員
の
対
応
の
手
法
を
活

用
し
ま
す
。

事
務
事
業
の
終
了
と
同
時
に
関
連

す
る
組
織
や
定
員
を
す
べ
て
ス
ク

ラ
ッ
プ
す
る
「
サ
ン
セ
ッ
ト
方
式
」、

す
べ
て
の
行
政
部
門
で
一
定
割
合
の

見
直
し
を
図
る
「
定
員
シ
ー
リ
ン
グ

方
式
（
計
画
削
減
方
式
）」
の
手
法
を

活
用
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
捻
出
し
た

定
員
を
プ
ー
ル
し
て
増
員
数
の
抑
制

に
努
め
ま
す
。

�
定
員
適
正
化
計
画
の
年
次
別
進

捗
状
況
（
実
績
）
の
概
要

定
員
適
正
化
計
画
の
年
次
別
進
捗

状
況
（
実
績
）
の
概
要
は
、
表
２
の

と
お
り
で
す
。

問
合
せ
先
＝
職
員
課
（
�
６４
・
１

３
２
４
）

職員定員の状況を公表します 
その２ 
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特
別
行
政
部
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公
営
企
業
等
会
計
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退職者などの欠員補充 

収納スタッフの充実 
退職者などの欠員不補充、介
護会計へ移管 

 

ごみ処理スタッフの充実 

主な増減理由 

 

 

派遣者を職員課付けとしたこ
とによる増 

 

 

 

派遣職員の期間満了による復帰 
 

都市計画スタッフの充実 
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212（△2） 
546（△5） 

14（0） 

32（0） 

6（0） 

介 護  民生部門からの移管 7（7） 

71（2） 
一

般

行

政

部

門

 

 

平成13年 

6（0） 

52（0） 

職員数（  ）は対前年増減数 

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。　

表1　部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年4月1日現在　単位：人） 
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視
覚
障
害
者
の

研
修
会
を
開
く

日
時
＝
１１
月
２９
日
�
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時

視
力
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
所
生
を
募
集
し
ま
す

府
立
視
力
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
来
年
度
新
規
入
所
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
身
体
障
害

者
福
祉
法
に
基
づ
く
、
視
力
障

害
者
の
社
会
復
帰
を
援
助
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
視
覚
障

害
者
更
生
施
設
」
で
す
。
特
に

子
ど
も
の
人
権
１１０
番

相
談
所
開
き
ま
す

府
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
い
じ
め
・
体
罰
・
不
登

校
・
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

の
人
権
に
か
か
わ
る
相
談
所

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

を
開
き
ま
す
。

相
談
者
は
子
ど
も
の
人
権
専

門
委
員
（
人
権
擁
護
委
員
）
で
、

専
用
電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

相
談
期
間
＝
１２
月
５
日
	
〜

７
日
�

時
間
＝
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時

相
談
員
＝
▼
午
前
１０
時
〜
午

後
４
時
３０
分
…
子
ど
も
の
人
権

相
談
委
員
（
人
権
擁
護
委
員
）

▼
そ
の
他
の
時
間
…
京
都
地
方

法
務
局
員

相
談
場
所
＝
京
都
地
方
法
務

局
宇
治
支
局
（
宇
治
市
）

相
談
電
話
番
号
＝
２２
・
０
１

９
９問

合
せ
先
＝
京
都
地
方
法
務

局
（
�
０
７
５
・
２
３
１
・
２

０
０
０
）

◎
都
造
園
土
木
�
が
緑
化
推

進
事
業
の
た
め
に
３
万
円

◎
京
都
田
辺
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
が
環
境
保
全
の
た
め
に
大

型
啓
発
看
板
２
枚

寄

付

寄

付

 

寄

付

人

事

 

表

彰

 

寄

付

 

人

事

 

表

彰

表

彰

 

表

彰

高
圧
ガ
ス
保
安
功
労
者
等
府

知
事
表
彰
（
優
良
事
業
所
）
…

帝
燃
産
業


田
辺
充
填
所

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
視

覚
に
障
害
が
あ
る
人
、
ま
た
は

そ
の
家
族
・
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
・
そ
の
他
視
覚
障
害
者
福

祉
に
関
心
の
あ
る
人

内
容
＝
▼
午
前
の
部
（
午
前

１０
時
〜
正
午
）
…
�
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
制
度
に
つ
い
て
の
概
要

説
明
�
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
制
度

の
利
用
方
法
、
注
意
点
な
ど
の

説
明
�
各
交
通
機
関
の
視
覚
障

けん銃に関する情報をお寄せくださいけん銃に関する情報をお寄せください けん銃に関する情報をお寄せください 
どんなささいなことでも結構です。けん銃情報110番または、最
寄りの警察署生活安全課・交番への通報、相談をお願いします。 

・「どうして、あの人が私に？」と、中身のわからないアタッ
シュケースやセカンドバッグ、紙包みを預かったらしい 
・けん銃などを外国から輸入しているらしい 
・空家や空室に暴力団風の男などが出入りしている 
・夜間に寄港船のそばなどで見かけない不審な車に乗った
男が船員と何かしていた 
・××宅に遺品のけん銃があるらしい 

�軍用けん銃の回収にご協力ください� 
おじいさんの遺品の軍用けん銃や実包が、押入や土蔵、仏
壇にしまわれたまま…ということはありませんか？たとえ古
いけん銃でも大変危険ですので、発見されればけん銃情報110
番または最寄りの警察署生活安全課・交番に連絡してください。 

知っていますか？ 
けん銃を自ら提出した
場合は、刑が免除また
は軽減されます。 

けん銃情報　110番 
075-414-1024
けん銃情報　110番 
075-414-1024

よいひとよ　じゅうつうほう 

京都府銃器対策京都府銃器対策 
推進本部推進本部 

京都府銃器対策 
推進本部 

もし、こんな話を聞かれたら！ 

中
途
障
害
者
を
対
象
に
、
生
活

訓
練
や
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指

圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
な

ど
の
理
療
師
養
成
の
た
め
の
教

育
・
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
社
会
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

有機食品

農産物 水産物 畜産物 京都府の加工食品品質表示基準を改正

遺伝子組換え食品

名　称 いちごジャム
原材料名 いちご、砂糖、ゲル化剤、…
内容量 400g
賞味期限 01.07.01
保存方法 直射日光を避け、常温

で保存してください
製造者 ●●株式会社

京都市上京区●●●●

有機納豆

認定機関名
JAS規格に合格し、有機JASマー
クをつけたものでなければ、有機
の表示はできません。

大豆、枝豆、大豆もやし、とうもろこし、
ばれいしょ、なたねの農産物とこれを原材
料とする24の加工食品に表示義務

日本の食糧自給率は40�、60�が輸入品です。日本の食卓には世界各地から様々な食品が供給さ
れています。さて、あなたは自分が何を食べているか知っていますか。表示例は下記のとおりで
す。表示を見て適正な選択をしましょう。

JAS法が変わっています表

表示をみて飲食料品を買いましょう

加工食品

●「遺伝子組み換え」等 ・・・

●「遺伝子組み換え不分別」等※ ・

●「遺伝子組み換えでない」等・・

義務表示
義務表示
任意表示

国
産
品

輸
入
品

りんご
長野県産（信州産）

ブロッコリー
アメリカ

さんま
三陸沖（岩手県）

※解凍　養殖

牛もも肉 
国産（神戸牛）国産（神戸牛） 
牛もも肉 
国産（神戸牛）

キングサーモン 
カナダ 

牛肩ロース
オーストラリア

●かまぼこ類
魚種名を3種類まで

●納豆
丸大豆、ひきわり大豆など

●豆腐類
凝固剤（塩化マグネシウムなど）
消泡剤（炭酸マグネシウムなど）

●こんにゃく
こんにゃく用凝固剤（水酸化カ
ルシウムなど）

※不分別とは「組換え作物」と「非組換え作物」が
分別されていないことです

※解凍・養殖の場合は必要

  なやみごとなやみごと 
（人権（人権・行政）行政）相談相談 
  なやみごと 

（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月　 
第2水曜日（市役所会議室） 
第4水曜日（北部住民センター） 

いずれも午後1時30分～4時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 
？
 

相談は無料で、秘密は 
固く守ります。 

　お気軽にお越し下さい。 

害
者
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
▼
午
後
の
部
（
午
後
１
時

〜
３
時
）
…
�
視
覚
障
害
者
の

歩
行
に
つ
い
て
（
歩
行
訓
練
の

基
礎
と
手
引
き
の
方
法
、
手
引

き
の
受
け
方
の
実
技
指
導
）

し
め
き
り
＝
１１
月
２３
日
（
勤

労
感
謝
の
日
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
府
視
覚

障
害
者
協
会
　
京
田
辺
支
部
長

岡
井
（
�
６５
・
３
０
４
５
）

61

3

 

△3

増 員  

減 員  

差 引  

217

△8

△5

0

2

7

348

減 員  

増 員  

職員数 

職員数 

△3

差 引  

差 引   

増 員  

差 引  

減 員  

職員数 

減 員  

増 員  

0

351

4

△4

0

 
2

1

 

52

222

5

0

0

0

 

2 

 

 
52

5

13

348

 
 

0

 
224

 

50

625 617622職員数 

2

603 605

26
計 

0

△3

334

8

6

13

平成13年 

16

7

59

7

△14

212

24

△2

9

25

△3

14

214

337

△11

12

公
営
企
業
等
会
計 

38

24

0

0

0

52

平成12年 

特

別

行

政

 

平成10年 平成11年 

一

般

行

政

 

計画前年 
（平成8年） 

区分 

表2　定員適正化計画の年次別進捗状況 （各年4月1日現在　単位：人） 

牛もも肉 
国産（神戸牛） 

キングサーモン 
カナダ 
キングサーモン 
カナダ 

消
費
生
活
情
報

私
た
ち
「
京
都
府
く
ら
し
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
は
、
悪
徳
商
法
被

害
の
未
然
防
止
活
動
や
情
報
提
供

な
ど
、
消
費
者
と
行
政
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興
課
（
�

６４
・
１
３
６
０
）

聞いて
 

聞いて
 

シリーズ 

4

おおむね60歳以上の 
健康で働く意欲のある方 
入会をお待ちしております 
申し込み・お問い合わせは、電話でＯＫ！ 

京田辺市田辺沓脱14番地 
（旧商工会館）TEL65-4020

�京田辺市シルバー人材センター 
お申し込み先 京田辺市内に本・支店を 
 有する金融機関（郵便局含む） 

必要なもの 預金通帳・お届けの印鑑・領収書 
 または使用水量のお知らせ 

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD

市
は
、
障
害
者
や
高
齢
者
に
と
っ
て
住

み
良
い
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

福
祉
の
ま
ち
モ
デ
ル
地
区
整
備
促
進
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
松
井
山
手
駅
の
周
辺

を
モ
デ
ル
地
区
指
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

１１
月
下
旬
か
ら
同
駅
周
辺
の
施
設
や
店

舗
を
対
象
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
後
、
現
地
調
査
に
お

伺
い
す
る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
（
�
６４
・

１
３
７
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住みやすいやさしいまちに住みやすいやさしいまちに 住みやすいやさしいまちに住みやすいやさしいまちに 住みやすいやさしいまちに 
福祉のまちモデル地区にJR松井山手駅周辺

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
調
査
実
施
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こ
の
調
査
は
、
利
用
者
に
直

接
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
評
価
し

て
も
ら
い
、
ど
の
程
度
満
足
し

て
お
ら
れ
る
の
か
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
事
業
者
も
同
じ
項

目
に
つ
い
て
自
ら
点
検
す
る
こ

と
で
、
サ
ー
ビ
ス
質
の
向
上
に

努
め
よ
う
と
行
っ
た
も
の
で

す
。介

護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て

１
年
半
が
経
過
。
ス
タ
ー
ト
時

点
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
側

体
制
の
未
整
備
や
制
度
・
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
的
な
利
用
方
法
な

ど
が
十
分
浸
透
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
で
、
利
用
者
と
事

業
者
の
評
価
の
違
い
が
見
受
け

市
内
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
で
つ
く
る
市
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
連
絡
協
議
会
（
西
村
昭
男
会
長
・
５０
事
業
所
）
は
、
７
月

１８
日
〜
８
月
３１
日
に
行
っ
た「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
満
足
度
調
査
」

と
「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
自
己
点
検
調
査
」
の
評
価
・
点
検
結
果
を
中

間
報
告
（
８
月
３１
日
ま
で
の
集
計
分
）
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

今
後
は
介
護
保
険
の
関
係
機

関
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
課
題
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
来
年
１
月
に
最
終
結

果
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
介
護
保
険
室

（
�
６４
・
１
３
３
７
）

在
宅
介
護
支
援
の

満
足
度
は
約
８０
％

調
査
は
、「
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
利
用
満
足
度
調
査
」
が
市

役
所
や
市
内
の
各
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
な
ど
に
設
置
し
た
調
査
表

に
利
用
者
が
記
入

し
郵
送
で
回
収
す

る
方
法
で
行
わ
れ

ま
し
た
。「
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
自

己
点
検
調
査
」
は

直
接
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
が
回
答
し
た

も
の
で
す
。

い
ず
れ
の
調
査

も
、
設
問
に
対
し

「
は
い
」「
い
い
え
」

の
い
ず
れ
か
で
回

答
。「
は
い
」
と

答
え
ら
れ
た
場
合

は
、
満
足
度
や
自

己
評
価
が
高
い
こ

と
を
表
し
て
い
ま
す
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
、
回
答
件
数
２
１
５
件
で
、

利
用
者
全
体
の
う
ち
「
は
い
」

と
答
え
た
、
い
わ
ゆ
る
満
足
度

は
８０
・
１
�
で
し
た
。

特
に
満
足
度
が
高
い
の
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
作
る
と
き
な
ど
に
、
利

用
者
の
病
気
や
身
体
の
状
態
、

介
助
犬
ア
ト
ム
と
と
も
に
、
車
い
す
で
同
志
社
大
学

に
通
う
舘
林
千
賀
子
さ
ん
を
囲
む
の
は
、
培
良
中
学
校

２
年
３
組
の
生
徒
た
ち
。
介
助
犬
の
こ
と
を
学
び
文
化

祭
で
発
表
し
よ
う
と
１０
月
２２
日
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

に
舘
林
さ
ん
を
訪
ね
、
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

「
私
た
ち
に
協
力
で
き
る
こ
と
は
」
と
の
問
い
に
舘

林
さ
ん
は
、「
介
助
犬
と
い
っ
て
も
全
て
の
こ
と
が
出

来
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
困
っ
て
い
る
の
を
見
か
け

た
ら
手
助
け
し
て
ほ
し
い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ド
ア
な

ど
を
開
け
て
待
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
ら
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
理
解
を
求
め
、「
法
的
な
位
置
づ
け
が
な
く
、

行
動
が
制
限
さ
れ
る
」
と
介
助
犬
の
現
状
を
説
明
。
生

徒
ら
は
次
々
と
質
問
し
な
が
ら
一
生
懸
命
メ
モ
を
と
っ

て
い
ま
し
た
。

福
祉
協
力
校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
培
良
中
学
校
。
２

年
３
組
で
は
こ
の
春
か
ら
、
介
助
犬
育
成
に
役
立
て
よ

う
と
空
き
缶
の
回
収
を
校
内
で
呼
び
か
け
て
お
り
、
収

益
金
を
育
成
団
体
に
寄
付
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
満
足
度
調
査
の
中
間
報
告

項 目  はい いいえ 番号 未回答 

ケアマネージャーとは、いつでも連絡が取れるようになってい
ますか。 

28

月ごとのサービス利用状況やあなたの身体状況について、チェッ
クしてもらっていますか。 

ケアプランなどの内容が納得いかなかった場合、ケアマネージャーを替えたり、
居宅介護支援事業者を変更したりすることができることの説明を受けましたか。 
サービスへの苦情や不満があったとき、ケアマネージャーに相
談をしたら、十分話を聞いて、適切な対応をしてくれましたか。 

135

サービス内容の変更や事業者の変更について、希望を伝えたとき、
快く対応してくれましたか。 

あなたの担当ケアマネージャーが不在の時や緊急時に、どのよ
うな対応をしてくれるのか、説明を受け、理解できましたか。 

160

174サービス利用時の自己負担額、保険以外のサービス料金、支払
方法、キャンセルの方法について説明を受け、理解できましたか。 

163

153

195

154

ケアマネージャーは、あなたの都合や事情に合わせて訪問してくれたり、
わかりやすく説明してくれるなど親切に対応してくれましたか。 
ケアプランを作るときに、あなたの病気や身体の状態、困りごと、
サービスについての希望などを聞いてくれましたか。 

ケアプランに書かれたサービスの内容は納得できましたか。 191
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■介護保険サービス利用満足度調査結果（居宅介護支援事業）　　　　（件数） 
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困
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18.2

率（％） その他 計 

42.3

25.7

30.1

79

いいえ 

6.4

職員が行う介護方法や介護についてのアドバイスなどから判断して、その職員の介護の知識や専門性に満足していますか 

あなたの健康状態、清潔の保持、疾病などについて、十分配慮がされていますか。 

職員の身だしなみ、服装、サービス提供の仕方などを見て、衛生管理に満足していますか。 

12.279.5 76.1

サービスは、ケアプランに書かれているとおりに提供されていますか。 

ホームヘルパーの交代や送迎時間が変わるなど、サービスの提供内容や時間が変更された場合事前に連絡がありましたか 

利用をやめるときの手続きについて、相談を受け、理解できましたか。 

18.5

あなたのプライバシーについて、十分配慮がなされていると思いますか。 

職員の態度や言葉使いなどを見て、対応方法・接遇に満足していますか。 

あなたが利用するサービスの内容について、十分理解できましたか。 

サービスの担当者が替わったとき、同じようなサービスを受けることができましたか。 

7.7 83.992.3 69.227.362.9 10.8 16.374.392.3 70.812

訪問看護 訪問リハビリ 通所介護 介護療養型施設 介護老人福祉施設 福祉用具貸与 短期入所療養介護 通所リハビリ 

4

サービス内容や職員の対応について、相談や苦情を受け付けてくれる事業所の窓口はありますか。 

訪問介護 項　　　　　　　　　目 
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90

サービス利用時の自己負担額、保険以外のサービス利用料金、支払い方法、キャンセル料について説明を受け、理解できましたか。 
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はい 
15 362  20112 27サービスの種類別回答数 

土・日曜日、夜間、緊急時などに、どのように対応してくれるか説明を受けましたか。 
 

1491 92 

104 25112 19 48180 1807811238  889 451267 143
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84.5

154

75.4

89.8
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91.2

71.3

90.3

640 354221 75.3

55.8

85.1

■介護保険サービス利用満足度調査結果 

■未回答の項目がありますので、回答数・百分率が合致しない場合があります。■短期入所生活介護、特定施設入所生活介護、介護老人保健施設については、回答がありませんでした。 
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培良中の２年生

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
い
つ

木
津
川
マ
ラ
ソ
ン

第
１９
回
京
都
木
津
川
マ
ラ
ソ

ン
（
後
援
＝
市
な
ど
）
が
、
２

月
７
日
に
開
か
れ
ま
す
。
申
し

介 護 保 険

７５
・
３
％
の
利
用
者
が
満
足

舘
林
さ
ん
を
囲
み
介
助
犬
に
つ
い
て
話
を
聞
く
生
徒
た
ち

舘林さんから介助犬を勉強 舘林さんから介助犬を勉強 

で
も
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
し

て
い
る
こ
と
で
し
た
。

や
や
低
い
の
が
、
担
当
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
不
在
の
と
き

や
緊
急
時
の
対
応
で
し
た
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
以
外
の

居
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
へ
の
利

用
満
足
度
に
つ
い
て
は
、
回
答

件
数
３
６
２
件
で
、
全
体
の
満

足
度
は
７５
・
３
�
で
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
別
に
満
足

度
を
み
る
と
、
訪
問
介
護
が

７９
・
５
�
、
訪
問
看
護
が
７６
・

１
�
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
９２
・
３
�
、
通
所
介

護
が
７４
・
３
�
、
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
７０
・
８
�
、

短
期
入
所
療
養
介
護
が
７
・
７

�
、
福
祉
用
具
貸
与
が
８３
・
９

�
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
が

６２
・
９
�
、
介
護
療
養
型
医
療

施
設
が
６９
・
２
�
、
そ
の
他
が

７９
・
０
�
で
し
た
。

満
足
度
が
高
い
の
は
、

「
サ
ー
ビ
ス
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
に

書
か
れ
て
い
る
と
お
り
に
提
供

さ
れ
て
い
る
」「
利
用
者
の
健

康
状
態
、
清
潔
の
保
持
、
疾
病
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
十
分

配
慮
が
さ
れ
て
い
る
」
で
し
た
。

や
や
低
い
の
が
、
土
・
日
曜

日
や
夜
間
、
緊
急
時
な
ど
の
対

応
と
、
利
用
を
や
め
る
と
き
の

手
続
き
で
し
た
。

一
方
、
事
業
者
の
自
己
点
検

結
果
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

お
よ
び
各
種
サ
ー
ビ
ス
事
業
に

つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
「
は
い
」

の
回
答
で
、
非
常
に
高
い
評
価

で
し
た
。

込
み
し
め
き
り
は
、
１１
月
３０
日
。

く
わ
し
く
は
、
実
行
委
員
会

事
務
局
（
�
６５
・
１
３
８
５
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青
年
団
が
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
に
仮
装
し
て
、
あ
ら

か
じ
め
保
護
者

か
ら
預
か
っ
た

プ
レ
ゼ
ン
ト
を

子
ど
も
た
ち
に

届
け
ま
す
。

日
時
＝
１２
月

２４
日
（
振
替
休

日
）
午
後
６
時

か
ら対

象
＝
５
歳

以
下
の
子
ど
も

が
い
る
市
内
の

家
庭費

用
＝
１
人

３
０
０
円

定
員
＝
５０
組

申
込
方
法
＝

往
復
は
が
き
の

往
信
用
に
「
サ

ン
タ
希
望
」と
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

子
ど
も
の
名
前
と
年
齢
・
自

宅
へ
の
略
地
図
を
、
返
信
用

の
表
に
住
所
・
氏
名
を
書
い

て
青
年
団
事
務

局
へ
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝

１２
月
５
日
	

（
必
着
）

応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
し

ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

は
、
食
べ
物
・

生
物
・
壊
れ
や

す
い
も
の
は
対

象
外
で
す
。

申
込
・
問
合

せ
先
＝
青
年
団

事
務
局
（
〒
６

１
０
・
０
３
９

３
京
田
辺
市
田

辺
８０
、
社
会
教

育
課
内
、
�
６４
・
１
３
９
３
）

ク
リ
ス
マ
ス 青年団員がサンタで


